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世界の茶文化には緑茶, ウーロン茶, 紅茶と言った飲む茶のことはよく研究されているがミャン
マーの伝統発酵食品である食べる茶 (ラペソー) のことはあまり報告されていない. 調査団はミャ
ンマー北シャン州部のキョッメに泊りそこから山を登ってパラウン少数民族の村ナンパウに入った.
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高原ではないかという見方がある. お茶は発酵度によって緑茶, ウーロン茶, 紅茶と区別されるが,
ラペソーはそのなかでも発酵の一番進んだ茶と言える. そして他の茶とは違い, ラペソーは飲む茶
ではなく食べる茶であるから １) 茶殻が出なくて環境にやさしい, ２) 茶の葉を丸ごと食べるこ
























































キョッメはシャン州北部の都市であるラーショー (      図１参照) に近い町だが, ホテルな
どはない. 我々は民間宿舎に泊まった. 夕飯を簡単に済ませた後, 宿主のウー・ラマウンさんから
挨拶があった. ウー・ラマウンさんは宿舎の他, 複数の仕事を持っており, その一つがラペチョの
問屋だった. ミャンマーでは茶のことをラペと言って, 飲む茶をラペチョ (乾燥した茶), 食べる
茶をラペソー (湿った茶) と使い分けている. ウー・ラマウンさんはその年の一番茶を入れて披露
してくれた. キョッメ茶はミャンマーでは誰もが知っている名茶であり, 一番茶は雨期に入る前,
雨に一滴も降られていないうちに摘んだ茶であるから ｢雨避け茶｣ という愛称で知られている. ミャ
ンマーの飲む茶は全部ウーロン茶であるが, キョッメの ｢雨避け茶｣ は美味しかった. シャン民族
の飲み方として深く焼いた茶も飲ませてもらった. 我々も日本から用意して来た緑茶や抹茶を披露
し, 皆を喜ばせた. ウー・ラマウンさんからミャンマーお茶のことも色々と教えてもらい, ｢雨避





前から聞いているが, 今回の訪問で実感した. そこには豆腐や油揚げがある. 納豆や餅もある. 赤
飯も食べる. 魚は焼く. 平地のビルマ人と違って油っぽいものは食べない. 平地のビルマ人は食べ
物を手で取ってたべるが, 彼らは箸を使う.













いた. ジープ車で２時間くらい走ってきたら山がだんだん高くなり, 朝霧が降りてきた. 小雨と霧
が交じり合って, 雨か, 霧か, 霞か雲かはっきりしないぼんやりの天気だった. 山の奥にまた山.
とてもすばらしい景色だった. あちらこちらに茶畑が見えてきた (写真１,２).
急な斜面に茶の木が栽培されている. 一本, 一本の間は一メートル弱はある. そこでは機械は使
えない. 茶摘みは全部手作業である. この季節はちょうど二番茶を摘む時期だった. 茶畑の持ち主
はシャン州に広がるパラウン民族が多い. しかし茶摘みの季節になると人手が足りない. それで平
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地のビルマ人労働者たちが山へやって来る. 竹のテントを張って数ヶ月間そこで寝泊りして茶摘み
をする. 食料品などの生活用品も持って来る. 賃金はお金をもらうのではなく, 仕事を終えたとき
に取れた茶の何割かをもらって帰るという形になっている.
｢あっちに一人, 摘んでいる.｣ と車の中から誰かが指すとすぐもう一人を見つけた. また一人,
二人. 男の人も女の人もいた. 彼らは徹夜して茶摘みをして来た. 朝早く作業場に届けてくれる.
谷の底から摘み始めて上へとだんだん登って来た. ミャンマーでは ｢より良いラペソーを食べたけ










る程度発展しているようだ. 摘んで来た茶の葉を蒸すのは蒸気の機械だった (写真３). 揉む作業
台は竹でできているが発酵する機器はコンクリトで出来ていている. 直径２メートル, 高さ数メー
トルもある壺である. 底と周囲にはバナナの葉っぱを敷いている (写真４,５,６,７). 昔は土を掘っ
て地下で行なっていたという. 毎日摘んで来た茶を処理してそこに入れ, 上から石で圧力をかける
(写真６).






















ち. 披露宴のホールから大勢の客が出て来たのを見た. 駐車場も満車で困難だった. その日ガイド
さんの特別注文で美味しいマンゴーをデザートとしてごちそうになった.




日) のヤンゴン見学にはその問屋さんを訪ねた (写真８). マンダレーで一番大きいゼージョー・
マーケットにはアイータウンラペソー問屋, ヤンゴンのボジョック・マーケットにはユザナ問屋が








問屋と言っても小売もする. 店のデイスプレーは流石に. 商品を４段, ５段に載せて全商品が一
目で見えるようにしている (写真９). まるでひな人形祭りのようだった. 売り子たち何人かが一









まで決めていた. ミャンマー社会でラペソーの文化も根強い. ミャンマー人は大抵仏教徒だが, 同
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時に神も信じる. 特にこの世の日々のことは神に任せていてどんな行事にも神に供える. その供え
物に欠かせないのがラペソーである. 神社祭りをはじめ, 誕生祝いから, 男の子が小僧になる儀式,
結婚式, 商売繁盛願い, 家の基盤を造る行事, 棟上げ行事, 裁判関係儀式, 葬式までラペソーを供





ピーナツを焼いたり, 揚げたりして入れる. 旨みとして干し海老を贅沢に丸ごとか, 粉砕して粉を






入れ, 直ちに合わせ物を取って食べる. それで口の中に味が交わる. 味付けも簡単. 盛り付けも簡
単である.
ヤンゴン風はラペソーと合わせ物を皿の上で全部混ぜて食べる形. そしてラペソーがヤンゴンで







に集まって世間話をしながらラペソーパーテイを毎日行う (写真12). ラペソーは飲むお茶 (緑茶














ナツ. 合わせて食べることによって栄養満点になる. ラペソー (茶) にない栄養素 (炭水化物, タ
ンパク質, 脂質) を合わせ物が与えてくれている. ミャンマーは中国とインドという二つの大国に
挟まれているが, 古代医学ではインドのアユルベーダが受け継がれている. そのアユルベーダによ
るとラペソーその物は ｢冷｣ や ｢閉｣ という質を持つ ｢陰｣ 性. ピーナツやゴマ, そしてニンニク




も初対面で ｢一口惚｣. 食べてみる日本人の九割が ｢好き｣ とはっきりその場で言う. しかもその
大半は食べ始めたらやはり止められない.
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そんな良い食品を是非日本で普及させたい. しかも鹿児島から発信したい. 前からあったその思
いはミャンマーから帰国後確信し, 決意をした. 鹿児島は全国二番目のお茶の産地であり, 南北長
い県なので茶摘み期も三月から九月, 十月まで長い. 気候もラペソー発酵に適している. ラペソー
は価格の高い一番茶ではなくて, 割安の二番茶でも造れるのがメリット. 二番茶, 三番茶の付加価
値になる. なにしろゴマ, ピーナツ, 大豆, 干しえび, しらす干など盛り合わせ材料のすべてが鹿
児島県産が揃っている. ラペソー普及と同時に鹿児島県の農水産物の消費も向上する. ラペソーは
発酵が進めば進むほど黒くなるから愛称 ｢黒茶｣ と名づけている. 黒豚, 黒毛和牛, 黒酢などクロ
で知られる鹿児島県にもう一品の ｢黒｣ が備えられることを夢みている.
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